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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期

第１四半期連結
累計期間

第56期
第１四半期連結
累計期間

第55期

会計期間

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成23年
９月30日

売上高（千円） 1,977,9021,748,8679,047,429

経常利益又は経常損失（△）（千円） 47,668 △11,792 371,274

四半期（当期）純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
6,218 △10,140 217,638

四半期包括利益又は包括利益（千円） 132,596△278,861 388,906

純資産額（千円） 6,243,1496,110,3566,499,435

総資産額（千円） 8,421,6778,049,7928,091,644

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（円）
0.45 △0.73 15.80

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
― ― ―

自己資本比率（％） 74.1 75.9 80.3

　（注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

　　ておりません。

２　売上高には消費税等は含まれておりません。

３　第55期第１四半期連結累計期間及び第55期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４　第56期第１四半期連結累計期間については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

５　第55期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクに重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに締結又は決定した経営上の重要な契約等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間（以下、「当該期」と表示します。）における当社グループの業績は、国内市場におき

ましては、前年同期は新製品QWESTの投入に伴う販売増がありましたが、当該期は通常期に戻ったため若干減少致し

ました。また、海外市場におきましては、市場が底打ちをしたと思われる北米向け販売の回復があり、経済の混乱か

ら回復に時間を要している欧州市場の販売低迷を一部補いましたが、為替相場の円高（当社売上換算レート：１US

ドル＝77.26円（前年同期比△6.06円）、１ユーロ＝102.90円（同△8.71円）、海外子会社換算レート（平成23年９

月30日現在）：１USドル＝76.65円（同△7.17円）、１ユーロ＝104.11円（同△10.13円））もあり、連結売上高は、

1,748,867千円（前年同期比11.6％減）となりました。

欧州子会社の在庫調整を優先したこと及び前述の新製品投入に伴う海外代理店の受注調整の影響等により、当該

期のヘルメット生産が前年同期比で12.7％減少した結果、SHOEI単体の売上原価率が大幅に上昇したことから、グ

ループ間の未実現利益の実現化（当該期の損益影響額37,684千円）並びに経費削減の効果がありましたが、営業損

失は40,689千円（前年同期は営業利益52,337千円）、経常損失は11,792千円（前年同期は経常利益47,668千円）と

赤字を計上するに至りました。但し、特別利益に雇用調整助成金収入22,281千円を計上したことから、税金等調整前

四半期純利益は9,909千円（前年同期比31.3％減）、第１四半期純損失は10,140千円（前年同期は四半期純利益

6,218千円）となりました。

　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題については重要な変更はありません。

　

(3) 研究開発活動

　　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、18,215千円であります。

　　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 56,000,000

計 56,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
 末現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式          14,522,400         14,522,400
東京証券取引所

（市場第二部）

完全議決権株式であり、権利内

容に何ら限定のない当社におけ

る標準となる株式

単元株式数100株

計          14,522,400         14,522,400― ―

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日　
― 14,522,400　― 1,394,778―　 391,621

 

（６）【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の内容が確認できないため、記載

　することができませんので、直前の基準日である平成23年９月30日の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    750,000 ― ― 

完全議決権株式（その他） 普通株式 13,768,700          137,687
「（１）株式の総数等②発行済

株式」の内容欄に記載の通り

単元未満株式 普通株式      3,700 ― 同上

発行済株式総数      　  14,522,400 ― ―

総株主の議決権 ―           137,687 ―

　（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式98株が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

株式会社ＳＨＯＥＩ
東京都台東区上野五丁目

８番５号　
    750,000 ―　     750,000     5.2

計 ―     750,000 ―　     750,000     5.2
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平

成23年12月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年10月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,174,379 2,446,756

受取手形及び売掛金 879,095 782,836

商品及び製品 1,047,216 1,587,164

仕掛品 226,725 239,581

原材料及び貯蔵品 293,370 427,617

繰延税金資産 246,359 233,631

その他 364,831 512,359

貸倒引当金 △13,948 △3,259

流動資産合計 6,218,030 6,226,686

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,656,941 2,646,370

減価償却累計額 △1,840,947 △1,847,759

建物及び構築物（純額） 815,993 798,610

機械装置及び運搬具 1,679,625 1,685,887

減価償却累計額 △1,405,705 △1,424,795

機械装置及び運搬具（純額） 273,920 261,091

工具、器具及び備品 3,308,811 3,528,005

減価償却累計額 △3,135,536 △3,201,389

工具、器具及び備品（純額） 173,274 326,616

土地 211,544 211,544

建設仮勘定 208,428 44,475

有形固定資産合計 1,683,161 1,642,337

無形固定資産

ソフトウエア 28,343 30,945

その他 1,139 1,139

無形固定資産合計 29,482 32,085

投資その他の資産

繰延税金資産 123,141 115,080

その他 37,828 33,602

投資その他の資産合計 160,970 148,682

固定資産合計 1,873,614 1,823,105

資産合計 8,091,644 8,049,792
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 744,671 1,087,042

未払金 169,523 223,587

未払法人税等 15,041 18,005

賞与引当金 183,400 72,800

その他 138,241 186,108

流動負債合計 1,250,878 1,587,544

固定負債

役員退職慰労引当金 171,582 173,842

退職給付引当金 137,819 146,097

資産除去債務 31,928 31,951

固定負債合計 341,330 351,891

負債合計 1,592,209 1,939,435

純資産の部

株主資本

資本金 1,394,778 1,394,778

資本剰余金 391,621 391,621

利益剰余金 5,990,009 5,869,690

自己株式 △677,332 △677,370

株主資本合計 7,099,077 6,978,719

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 － 18,009

為替換算調整勘定 △599,641 △886,371

その他の包括利益累計額合計 △599,641 △868,362

純資産合計 6,499,435 6,110,356

負債純資産合計 8,091,644 8,049,792
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 1,977,902 1,748,867

売上原価 1,369,063 1,269,158

売上総利益 608,839 479,709

販売費及び一般管理費 556,501 520,398

営業利益又は営業損失（△） 52,337 △40,689

営業外収益

受取利息 467 478

為替差益 － 27,469

その他 1,535 3,476

営業外収益合計 2,003 31,424

営業外費用

売上割引 1,969 1,083

為替差損 3,480 －

債権売却損 861 1,003

その他 361 440

営業外費用合計 6,673 2,527

経常利益又は経常損失（△） 47,668 △11,792

特別利益

固定資産売却益 471 －

貸倒引当金戻入額 49 －

雇用調整助成金 － 22,281

特別利益合計 521 22,281

特別損失

固定資産除却損 1,213 579

ゴルフ会員権売却損 1,195 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 31,346 －

特別損失合計 33,755 579

税金等調整前四半期純利益 14,434 9,909

法人税、住民税及び事業税 34,095 11,159

法人税等調整額 △25,879 8,891

法人税等合計 8,216 20,050

四半期純利益又は四半期純損失（△） 6,218 △10,140
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成23年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 6,218 △10,140

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 7,351 18,009

為替換算調整勘定 119,026 △286,730

その他の包括利益合計 126,378 △268,721

四半期包括利益 132,596 △278,861

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 132,596 △278,861
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自  平成23年10月１日　
　　至  平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次の通りであります。

  
前第１四半期連結累計期間
（自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日）

減価償却費 109,620千円 120,058千円
　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　配当金支払額

　(決議) 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり配

当額（円）
基準日 効力発生日

　平成22年12月22日

　　定時株主総会
普通株式 316,763利益剰余金 23.0平成22年９月30日平成22年12月24日

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31日）

　配当金支払額

　(決議) 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり配

当額（円）
基準日 効力発生日

　平成23年12月21日

　　定時株主総会
普通株式 110,178利益剰余金 8.0平成23年９月30日平成23年12月22日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自平

成23年10月１日　至平成23年12月31日）

　当社グループは、乗車用ヘルメットの製造販売を主たる事業としています。開発と製造は当社が行い、国内向け

販売は当社が、海外向け販売は当社及び現地子会社が行っています。事業を展開するうえで、販売状況については

製品の種類別や地域ごとに分析を行っていますが、現地子会社は販売機能のみを有した会社であるため、経営資

源の配分の決定や業績評価は、種類別や地域別ではなく当社グループ全体で行っています。従って、事業セグメン

トは単一です。このため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
0円45銭 △0円73銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
6,218 △10,140

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
6,218 △10,140

普通株式の期中平均株式数（千株） 13,772 13,772

　 　（注）１　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

　　　　 　　しないため記載しておりません。

　　　　　 ２　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

　　　　　　 期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月７日

株式会社SHOEI

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　小野　敏幸　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　茂木　浩之　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社SHOEIの平

成23年10月１日から平成24年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成23年12

月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年10月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社SHOEI及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状態及び同

日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注） １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が財務諸表

に添付する形で別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲には、XBRLデータ自体は含まれておりません。
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